
　「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律（番号利用法）」の施行に伴い、
税（国税、県税、市町村税）に関する特定の申告書等に個人番号又は法人番号の記載が必要になりました。

社会保障・税番号（マイナンバー）制度

●個人番号は、12桁の番号で、住民票を有する国民全員に１人１つ指定され、市町村から「通知カード」
により通知されています。また、住民票を有する中長期在留者や特別永住者等の外国籍の方にも同様に指
定・通知されています。
※「通知カード」は令和２年５月25日に廃止され、個人番号の通知は個人番号通知書を送付する方法に
より行われています。

●番号利用法では、個人番号の漏えいや悪用などのリスクから特定個人情報（個人番号をその内容に含む個
人情報）を守るため、特定個人情報の取扱いについて厳しい保護措置を定めています。

◆個人番号について

●法人番号は、13桁の番号で、設立登記法人等に１法人１つ指定され、国税庁から書面により通知されて
います。なお、法人の支店や事業所には指定されません。

●法人番号は個人番号とは異なり、原則として公表され、どなたでも自由にご利用いただくことができます。

◆法人番号について

　個人番号を記載した申告書等を提出する際は、本人確認書類の提示又は本人確認書類の写しを申告書等に添
付していただく必要があります。
　◎本人が窓口で申告等をする場合（次のいずれかの書類）

●個人番号カード
●運転免許証等の身分証明書

　◎代理人が窓口で申告等をする場合（次のすべての書類）
●委任状
●代理人の本人確認のための書類（個人番号カード、運転免許証、パスポート等）

　※詳しくは、61～63ページに記載の窓口へお問い合わせください。

◆申告書等の提出時の本人確認について

eLTAX タ クス とは、 であり、

地方

イメージキャラクター：エルレンジャー

■サービス利用は無料
電子申告をはじめ eLTAXのサービスは無料でご利用いただけます。
※パソコン環境やインターネット接続環境等は事前に準備していただく必要があります。詳しくは下記ＵＲＬへ。

■手続きは自宅やオフィスから
　申告時期の混雑する窓口から解放され、自宅やオフィスからインターネットで簡単に申告、申請・届出等
ができます。
■受付窓口の一元化
　複数の都道府県や市区町村に申告手続きを行う場合、eLTAX で自動振り分けが行われ、それぞれの地方
公共団体へ送信されます。
■申告書等の作成をサポート
　無料の eLTAX対応ソフトウェア（PCdesk）において、税額の自動計算や各項目の自動入力等、申告書作
成支援機能を提供しています。また、PCdesk においては、市販の税務・会計ソフトウェアで作成した申告
データ等の利用も可能となっています。

eLTAXの特徴

　地方税共通納税システムとは、全ての都道府県、市区町村へ、自宅や職場のパソコンから電子納税ができ
る仕組みです。
地方税共通納税システムの特徴
●電子納税で納付事務の負担が軽減されます︕
　電子申告と合わせて申告から納税まで一連の手順で行うことができます。また、複数団体への一括納付も
できるため、納付事務の負担が軽減されます。
●ダイレクト納付ができます︕
　ダイレクト納付とは、事前に登録した金融機関口座を指定して、直接税金を納付する方式で、インターネ
ットバンキングの契約が不要で、代理人に依頼して納付することもできます。また、納付期日を指定する場
合にも便利です。
●手数料は無料で利用できます︕
●納税できる税金の種類について
　①法人都道府県民税、②法人事業税、③特別法人事業税、④法人市町村民税、⑤事業所税、⑥個人住民税（特別
徴収分、退職所得分）、⑦都道府県民税（利子割・配当割・株式等譲渡所得割）、⑧地方たばこ税、⑨ゴルフ場利用
税、⑩軽油引取税が対象となります。
詳しくは eLTAXのホームページをご覧ください。

地方税共通納税システムがスタートしています︕

eLTAXホームページ

eLTAXよくあるご質問

eLTAX利用時間 8:30～24:00（土日祝、年末年始等を除く。）
 ※毎月最終土曜日及び翌日の日曜日はご利用いただけます。

eLTAX ホームページ https://www.eltax.lta.go.jp
疑問点がある場合は eLTAX ホームページの「よくあるご質問」ページ

をご覧ください。
https://eltax.custhelp.com
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